
 

学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議の設置について 

 

平成 30 年２月 28 日 

生涯学習政策局長決定 

 

 

１．趣 旨 

平成 26 年の障害者権利条約の批准（障害者の生涯学習の確保が規定）や平成 28 年４月

の障害者差別解消法の施行、平成 29 年４月の文部科学大臣メッセージ（特別支援教育の生

涯学習化に向けて）を契機とする取組等も踏まえ、学校卒業後の障害者が社会で自立して

生きるために必要となる力を維持・開発・伸長し、共生社会の実現に向けた取組を推進す

ることが急務である。 

今後、人生 100 年時代を迎え、超スマート社会（Society5.0）に向けた経済社会の変化

が一層加速する中で、誰もが必要な時に学ぶことのできる環境を整備し、生涯学習社会を

実現するとともに、共生社会の実現に寄与するため、学校卒業後の障害者の学びに係る現

状と課題を分析し、その推進方策について検討を行う有識者会議を設置する。 

 

 

２．検討事項 

（１）学校卒業後における障害者の学びの推進方策に関する検討 

（２）その他 

 

 

３．実施方法 

（１）有識者会議は、別紙に掲げる委員をもって構成する。 

（２）必要に応じて、委員以外の協力を得ることができる。 

 

 

４．その他 

 本件に関する庶務は、特別支援総合プロジェクト特命チーム各課室の協力を得て、生涯

学習政策局生涯学習推進課障害者学習支援推進室において行う。 

資料１ 



 

（別紙） 

 

学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議 委員一覧 

 

朝日 滋也   東京都立永福学園統括校長 
 

菅野 敦    東京学芸大学教授 
 

是松 昭一   国立市教育委員会教育長 
 

田中 秀樹   社会福祉法人一麦会理事長 
 

田中 正博   2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けた障害者の文化芸術活動 

を推進する全国ネットワーク事務局長、全国手をつなぐ育成会連合会統括 
 

田中 良三   愛知県立大学名誉教授 
 

津田 英二   神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授 
 

戸田 達昭   シナプテック株式会社代表取締役 
 

松田 裕二   千葉県教育庁生涯学習課主幹兼社会教育振興室長 
 

○松矢 勝宏   東京学芸大学名誉教授、全日本特別支援教育研究連盟理事長 
 

箕輪 優子   横河電機株式会社人財・総務本部室ダイバーシティ推進課 
  

◎宮﨑 英憲   全国特別支援教育推進連盟理事長、東洋大学名誉教授 
  

山田 登志夫  公益財団法人日本障がい者スポーツ協会常務理事 
 

綿貫 愛子   NPO法人東京都自閉症協会役員、NPO法人リトルプロフェッサーズ副代表 
 

（◎：座長、○副座長）（五十音順、敬称略） 

 

（オブザーバー） 

 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 
 

   同   職業安定局 雇用開発部 障害者雇用対策課 
 

 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 
 

 国立教育政策研究所 社会教育実践研究センター 

 

 


